Happy Birthday, Martin Luther King
『マーティン・ルーサー・キング牧師、お誕生日おめでとうございます！』
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著者： ジーン・マルゾーロ
1. マーティン・ルーサー・キング・ジュニアは1929年1月15日、アメリカ、ジョージア州アトランタに生まれました。彼の両親は彼のことをとてもかわいがりました。

2. マーティン・ルーサー・キングというのはおとうさんと同じ名前です。でも、一つだけ違いがあるのです。おとうさんはマーティン・ルーサー・キング・シニアですが、マーティンはマーティン・ルーサー・キング・ジュニアと呼ばれていました。
3. マーティンは、アトランタの小学校・高校・大学へ通いました。優秀な生徒でした。その後、ペンシルベニア州にある神学校に通いました。
4. マーティンは、アトランタ州にあるエベニーザー・バプテスト教会の牧師になりました。 おとうさんと同じ道に進んだのです。そして二人とも「牧師」と呼ばれるようになり、おとうさんはマーティン・ルーサー・キング・シニア牧師、マーティンはマーティン・ルーサー・キング・ジュニア牧師と人々から呼ばれました。
5. マーティンの牧師としての仕事は、困っている人々を救うことでした。病院を訪ねては、病気で苦しむ人々の心に安らぎを与えました。
6. また、マーティンは人々に争いをしないように言いました。彼は、問題を解決するための平和的な方法があるのだと主張していたのです。
7. そしておとうさんと同じように、祈りと歌で人々を導いたのです。
8. マーティン・ルーサー・キング・ジュニア牧師は、アメリカ合衆国の法律を変えたことで有名です。法律というのは規則のようなものです。かつて、地域によっては、バスの中では白人だけが前の座席に座ることができて、黒人は後ろの席に座らなければならないという法律がありました。
9. マーティン・ルーサー・キング牧師は、この法律を変える必要があると主張したのです。そしてローザ・パークスという女性をはじめとする人々が彼を手助けしました。今では、バスの中でだれでもみんな空いているどの席にでも座ることができます。
10. また地域によっては、アフリカ系アメリカ人の人々は決められたレストランや水飲み場しか利用することができないという法律もありました。マーティン・ルーサー・キング牧師とたくさんの人々が協力してこの法律を変えようとしました。今では、だれもが同じレストランや水飲み場を一緒に利用することができます。
11. 昔、地域によっては、黒人の子どもと白人の子どもは一緒の学校に通うことができないという法律がありました。マーティン・ルーサー・キング牧師、それに、とても勇敢な子どもたちを含めてたくさんの人々の力が、その法律を変えたのです。今では黒人の子どもも、白人の子どもも一緒の学校に通っています。
12. マーティン・ルーサー・キング牧師には指導者としての特別な才能がありました。彼が話をすると、人々はじっと耳を傾けるのです。貧しい人々も、お金持ちの人々も、白人の人々も、黒人の人々も、世界中の人々が、マーティン・ルーサー・キング牧師が話をするとき、耳を傾けてじっと話を聞きます。そして多くの人々が、正義を求める彼の仕事や行進や歌や祈りに協力したのです。
13. 1963年の夏、マーティン・ルーサー・キング・ジュニア牧師は、彼の人生で最も有名な演説を行いました。ワシントンＤＣの広場に集まった約25万人の人々に、戸外で演説をしました。人々は、大統領に黒人の人々の仕事と自由を求めるためにやって来ていたのです。演説の中で、マーティン・ルーサー・キング・ジュニア牧師は、自分には夢があるのだと言いました。彼の夢とは、全ての人々がお互いを傷つけ合うことなく、共に協力して生きるようになることでした。
14. 1968年にマーティン・ルーサー・キング・ジュニア牧師は銃で撃たれて殺されました。彼は貧しい人々のことを心から大切にしていたので、特別な葬儀が行われました。葬儀は、彼の生まれたジョージア州アトランタで行われました。ラバがゆっくりと引く質素な農耕用の荷車で、マーティンは墓地へと運ばれました。何千人もの人々が、彼のあとに列をつくって、悲しく、そして愛をこめて歩きました。
彼の墓石には、次のような美しい言葉が刻まれています。“ついに自由だ、ようやく自由なのだ！　全能の神のおかげで、わたしはようやく自由なのだ”と。
15. マーティン・ルーサー・キング・ジュニア牧師は、人々が一緒にでかけることができるようになることを望みました。そして、食べ物を一緒に分かち合えることを、そして仲良くお互いを思い合えることを、望みました。彼は自由を求めて、そして、たくさんの人々が自由を手にすることができるようにと力を尽くしました。ですから、私たちは毎年、彼にとって特別な日に、彼をたたえます。この日は『マーティン・ルーサー・キングの日』といいます。そしてこの日に、私たちは彼に言います、『キング牧師、お誕生日おめでとうございます！』と。
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